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Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
と
は

�

会
長　

阿
　
部
　
知
　
彦

⑴

　

日
頃
よ

り
、
徳
島

県
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
合
会
の

活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

心
よ
り
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
皆
様
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ

を
持
た
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

「
役
員
に
な
る
と
大
変
」「
本
当
に

必
要
な
の
か
な
」
と
い
っ
た
イ

メ
ー
ジ
を
持
た
れ
て
い
る
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
ま
た
、「
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
、
頑
張
ら
な
い
と
」「
誰

か
が
や
ら
な
い
と
い
け
な
い
」
と

考
え
て
い
た
だ
い
て
い
る
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
徳
島
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
の

活
動
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く
中

で
、
多
く
の
出
会
い
と
発
見
が
あ

り
ま
し
た
。
各
郡
市
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

長
の
皆
様
と
お
会
い
し
、
意
見
を

交
わ
す
こ
と
で
多
様
な
考
え
方
が

存
在
す
る
こ
と
を
改
め
て
感
じ
ま

し
た
。
ま
た
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
研
究

大
会
や
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
研
究
大
会
、

そ
の
他
の
研
修
に
お
い
て
は
、
子

育
て
に
対
す
る
専
門
的
な
知
識
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
大
い
に
感
銘

を
受
け
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
の
場
面
に
お
い
て
も
、

自
分
た
ち
に
何
が
で
き
る
の
か
、

ど
う
い
っ
た
事
を
成
し
遂
げ
た
い

の
か
、
と
い
う
点
を
各
々
が
非
常

に
前
向
き
に
考
え
ら
れ
て
お
ら
れ

ま
し
た
。
私
も
触
発
さ
れ
た
こ
と
、

学
ん
だ
こ
と
を
持
ち
帰
り
、
地
元

学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
関
わ
る
と
、

で
き
る
こ
と
、
や
り
た
い
こ
と
が

た
く
さ
ん
見
え
て
き
ま
し
た
。

　

近
年
不
要
論
も
一
部
で
叫
ば
れ

て
お
り
ま
す
が
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
存
在

や
果
た
す
べ
き
役
割
は
ま
だ
ま
だ

色
褪
せ
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。　

担
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い「
負
担
・

義
務
」
で
は
な
く
、
参
画
す
る
こ

と
の
で
き
る
「
機
会
・
権
利
」
と

し
て
、
捉
え
る
こ
と
が
大
切
か
と

思
い
ま
す
。（
Ｐ
）
パ
ッ
と
（
Ｔ
）

楽
し
く
（
Ａ
）
明
る
く
取
り
組
む

の
が
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
で
す
。
引
き
続

き
皆
様
と
共
に
活
動
し
て
い
け
る

こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
あ
げ
ま
す
。
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県
Ｐ
連
総
会

県
Ｐ
連
総
会

　

本
年
度
の
定
期
総
会
を
六
月
八
日

（
日
）
県
教
育
会
館
に
お
い
て
、
県

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
よ
り
、
新

開
弓
子
課
長
様
、
県
中
学
校
校
長
会

会
長
代
理
西
山
伸
二
様
、
県
小
学
校

校
長
会
会
長
代
理
仁
木
博
史
様
を
来

賓
に
迎
え
、
受
賞
者
の
方
々
、
県
Ｐ

連
役
員
・
郡
市
代
議
員
の
出
席
の
も

と
、
開
催
し
ま
し
た
。

　

佐
藤
央
一
会
長
の
あ
い
さ
つ
に
続

き
、
熱
心
な
活
動
を
さ
れ
た
四
団
体

と
十
五
名
の
方
に
表
彰
状
、
二
十
八

名
の
方
に
感
謝
状
を
、
そ
し
て
Ｐ
Ｔ

Ａ
広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル
に
入
賞
さ
れ

た
一
校
に
表
彰
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

受
賞
者
を
代
表
し
て
、
美
濃
加
奈
さ

ん
が
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

議
事
に
入
り
、
令
和
六
年
度
事
業

報
告
・
決
算
報
告
・
監
査
報
告
の
承

認
後
、
令
和
七
年
度
新
役
員
が
選
出

さ
れ
、
退
任
さ
れ
る
佐
藤
央
一
前
会

長
に
、
阿
部
知
彦
新
会
長
よ
り
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

次
に
令
和
七
年
度
基
本
方
針
・
活

動
目
標
・
事
業
計
画
・
予
算
案
等
に
つ

い
て
の
審
議
が
行
わ
れ
、
原
案
ど
お

り
承
認
さ
れ
、
総
会
を
閉
じ
ま
し
た
。

令
和
七
年
度
　
役
員

会　

長　

阿
部　

知
彦

�

（
役
員
会
推
薦
）

副
会
長　

正
木
美
智
子�

（
名
西
）

　

〃　
　

垣
内　

正
治�

（
小
松
島
）

　

〃　
　

土
井　
　

哲�

（
阿
波
）

　

〃　
　

佐
藤　

誠
二

�

（
役
員
会
推
薦
）

　

〃　
　

田
渕　

郁
康

�

（
役
員
会
推
薦
）

　

〃　
　

仁
木　

博
史

�

（
県
小
学
校
長
会
代
表
）

　

〃　
　

西
山　

伸
二

�

（
県
中
学
校
長
会
代
表
）

理　

事　

藤
井　

容
子�

（
板
野
）

　

〃　
　

米
田
真
由
美�

（
勝
浦
）

　

〃　
　

德
永　

泰
拡�

（
那
賀
）

　

〃　
　

岡
本　

幸
彦�

（
海
部
）

　

〃　
　

西
尾　

裕
一�

（
吉
野
川
）

　

〃　
　

上
村　

由
香�

（
つ
る
ぎ
）

　

〃　
　

井
本　

泰
之�

（
三
好
）

監　

事　

堤　
　

祐
治�

（
鳴
門
）

　

〃　
　

下
川　

将
吾�

（
阿
南
）

　

〃　
　

園
原　

将
吾�

（
美
馬
）

顧　

問　

先
田　

仁
美�

（
鳴
門
）

　

〃　
　

佐
藤　

央
一�

（
板
野
）

広
報
委
員
長　

山
形　

浩
司（
三
好
）

研
修
委
員
長　

長
岡　

優
子（
板
野
）

総
務
委
員
長　

阿
部　

知
彦

�

（
役
員
会
推
薦
）
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　　　　　　　 　 名西郡PTA連合会
� 会長　正木美智子　

　名西郡PTA連合会は、徳島県の石井町および神山町
に所在する小中学校、計10校で構成されています。児
童・生徒数は、石井小学校が536名、浦庄小学校が94
名、高原小学校が175名、高川原小学校が260名、藍畑
小学校が134名、広野小学校が36名、神領小学校が110
名、石井中学校が477名、高浦中学校が160名、神山中
学校が67名となっており、郡全体では合計2049名の子
どもたちが学んでいます。各学校のPTAは、「交通安
全」「保健体育」「家庭教育」「広報」「人権教育」等、
違いはありますが、いくつかの専門部で構成されていま
す。各学校で、それぞれ地域の自然や文化に根ざした教
育活動を展開しており、PTA活動もまた、地域の特色
を活かした形で行われています。名西郡PTA連合会と
しての全体的な取り組みは、春の総会を中心とした限ら
れた活動にとどまっていますが、各町においては、保護
者・教職員・地域住民が協力し合い、子どもたちの健や
かな成長を支えるための意義ある活動が展開されていま
す。ここでは、石井町PTAおよび神山町PTAの主な活
動についてご報告いたします。
　まず石井町PTAでは、コロナ禍により数年間中止さ
れていたレクリエーション大会が、令和６年度に待望の
復活を遂げました。この大会は、スポーツを通じて保護
者同士の親睦を深めることを目的としており、町内の各
小中学校から多くの保護者が参加しました。令和７年度
には、前年度の運営を振り返り、より安全かつ交流の深
まる開催を目指して、前山運動公園体育館にてソフトバ
レーボール大会のみの実施となりました。全部で９チー
ムが出場し、２ブロックに分かれてリーグ戦を行いまし
た。開催時期が６月末であったことから、熱中症対策
として午前中のみの開催とし、参加者の健康面にも十
分配慮されました。大会当日は、体育館に笑顔と声援が

あふれ、勝敗を超
えた交流の場とし
て大いに盛り上が
りました。特に初
参加の保護者から
は、「子どもた
ちの学校生活を支
える仲間としての
つながりを感じる
ことができた」と
の感想が寄せられ、

PTA活動の意義
を改めて実感する
機会となりました。
こうした声は、今
後の活動の励みと
なるとともに、地
域全体で子どもた
ちを育てるという
意識の醸成にもつ
ながっています。
　一方、神山町
PTAでは、毎年12月に「神山町ふれあい人権講座映画
会・神山町PTA連合会家庭教育研修大会」が開催され
ています。この催しは、神山町教育委員会が主催し、神
山町PTA連合会が共催、神山町人権教育協議会が後援
する形で実施されており、地域に根ざした人権教育と家
庭教育の推進を目的としています。令和６年度には、島
崎藤村の名作『破戒』が上映され、老若男女問わず多く
の町民が参加しました。映画を通じて、差別や人権につ
いて深く考える機会となり、参加者の間で多くの気づき
が生まれました。映画上映後の意見交換の時間が十分に
取れなかったため、参加者の感想やアンケート結果を報
告書としてまとめ、会員に配布することで意見交流を図
りました。このような工夫により、参加者の声を広く共
有し、今後の活動に活かすことにつなげることができま
した。神山町では、自然豊かな環境の中で、地域と学校
が一体となった教育活動が展開されており、PTA活動
もまたその一翼を担っています。
　このように、名西郡PTA連合会としての活動は限定
的ではあるものの、各町における取り組みは、地域の絆
を深め、子どもたちの健やかな成長を支える重要な役割
を果たしています。今後は、郡内の情報共有をさらに進
め、各町の優れた取り組みを相互に学び合うことで、よ
り広域的な連携を目指していきたいと考えています。さ
らに、PTA活動は保護者だけでなく、教職員との連携
を深める場でもあります。学校現場の課題や子どもたち
の様子を共有することで、保護者と教職員が協力し合い、
より良い教育環境の構築を目指すことができます。こう
した協働の姿勢は、子どもたちにとっても安心感を与え、
学校生活への意欲や自信につながると考えられます。
　今後は、デジタルツールの活用による情報共有の効率
化や、若い世代の保護者が参加しやすい活動の工夫など、
時代に即したPTAの在り方を模索していくことが求め
られます。名西郡PTA連合会としても、地域の声を丁
寧に拾い上げながら、持続可能で魅力ある活動を展開し
ていきたいと考えております。

中部ブロック

⑵

ブロック別ＰＴＡ活動紹介

家庭・学校・地域の連携
～地域の伝統を守り 未来へつなげよう～地域の伝統を守り 未来へつなげよう～～～地域の伝統を守り 未来へつなげよう～地域の伝統を守り 未来へつなげよう～～～地域の伝統を守り 未来へつなげよう～

ソフトバレーボール大会の様子②

ソフトバレーボール大会の様子①
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　　　　　　　　 勝浦郡PTA連合会
� 会長　米田真由美　

　勝浦郡は、勝浦川に沿って東西に長く、東山溪県立自然
公園の山並みに囲まれ、豊かな自然に恵まれたのどかな
町です。上勝町の小中学校は、へき地指定校であり、両
町山間部の児童・生徒は、スクールバス通学をしていま
す。田舎町ということもあり、家庭・地域・学校の結び
つきがとても強く、学校の教育活動に地域の協力が大き
な役割を果たしています。私たちPTA会員も、子ども
達と共に活動をする機会が多くあり、子の成長を見守り
つつ、それらの活動に楽しく取り組んでいます。
　勝浦郡PTA連合会は、勝浦、上勝両町の小学校３校、
中学校２校で構成されています。勝浦郡の人口は現在約
5,800人、児童・生徒数は約330名（約200世帯）と少な
く、これから先は急激に減少していくことが分かっていま
す。郡Ｐ連の活動は、新型コロナウイルス感染症拡大以
前は、６月にPTAソフトバレーボール大会が開かれるな
ど、ともに汗を流し交流を深めていましたが、現在は様々
な諸事情により郡Ｐ連としての活動は大きく縮小されて
います。そのため各町・各校に分かれての活動が中心と
なり、５月の役員会・総会、２月の年度末役員会で、１年
間のそれぞれの取組について情報交換を行っています。
　今年度は、８月に勝浦郡人権教育講演会が「差別の現
実から深く学び、すべての人の人権が尊重される社会を
実現する教育を確立しよう」というテーマのもと、勝浦
町農村環境改善センターで開催されました。勝浦郡人権
教育研究会が主催し、勝浦郡PTA連合会が共催しまし
た。郡内幼・小・中の先生方、教育関係者とともに各校
のPTA会員も多数参加しました。
　講師には、弘瀬喜代さんをお迎えし、「ほんとうの勇気
とは　やさしさは」という演題で講演をしていただきま
した。今もなお続く結婚差別の現実について、詳しく教え
ていただきました。弘瀬さんのお話を聞きながら、「もし
自分だったら…」と考える場面が幾度もありました。差
別は人を傷つけ、他者も自分もつらく悲しい思いをして
しまう。だからこそ、いざ自分が差別に関わったときに、
その問題に向き合う強さが必要だということを教えても
らったように思います。
　単Ｐとしての活動としては、各小中学校ともに登校時
に交通指導を行っています。子ども達が安全に自転車・徒
歩登校ができるよう、スクールバスに安全に乗車できる
よう横断歩道や危険箇所で立哨をしています。また、我
が子だけでなく地域の子ども達とさわやかに挨拶を交わ
す機会でもあり、その大きな声に元気をもらっています。
　各小学校では、夏休みにプール監視をしています。１家
庭１回は参加し、子ども達の安全を見守ります。熱中症
が心配され夏休みのプールを中止する学校もあると聞き
ますが、午前中早めの時間帯で行うことで、暑さ対策と
しています。学校のプール開きの前には、必ず救命救急
法講習会を実施し、多くの保護者が受講しています。高
学年児童も参加し、心
肺蘇生法やAEDの使
用方法など、事故発生
時に早期対応がしっか
りできるよう、児童と
保護者が速やかに人命
を助ける行動がとれる
よう教わりました。勝

浦町には常駐している救命救急士がおり、その方々を招
いての地域密着型講習であったため、内容も分かりやす
く、参加した保護者からとてもよかったとの声を多く聞
くことができました。
　各中学校では、生徒の非行防止のために、夏休み中の
山や川、夏・秋祭り期間中の各神社等をパトロールして
います。勝浦郡では、川下地域から川上地域に向かって
順に秋祭りが行われます。近年は、平日開催では人手不
足になることから休日に行う地域もありますが、毎晩の
ように花火が上がります。子ども達が浮き足立つことも
あり、PTA会員がその場に出向き、しっかり監視指導を
します。秋祭りは、子ども達が地域の方々といっしょに
山車に上がり太鼓や鉦をたたく光景が多く見られ、子ど
も達のたくましい姿に心を打たれます。このような伝統
行事がずっと続くように願っています。
　その他の単Ｐの取組として、生比奈小学校では、８月
に学校・PTA合同で人権教育現地研集会を実施しまし
た。全国に13ある国立
ハンセン病療養所の一
つ大島青松園を訪問し、
ハンセン病の歴史を学
び、差別や偏見の解消
に向けての取組につい
て学んできました。現
地でないと聞けない話
であり、ハンセン病に関する正しい知識と理解を深めら
れ、有意義な研修になったと報告がありました。
　上勝中学校では、「上勝中学校版循環型社会構想」を打
ち立て、今あるもの、捨ててしまうものに、再利用やサー
ビス等の付加価値を与えて活用することで好循環を生み
出そうとする取組を続けています。ゼロ・ウェイスト宣言
を行った地域ならではの考え方で、普段からこの構想に
基づいた教育活動が行われています。PTAもその活動に
加わり、生徒達と活動することで、活気ある町づくりに一
役買っています。９月には、「ＧＸフェスティバル」を郡
内にも広く案内して開催し、多くの生徒、保護者が参加
して物作りに挑戦するなどして楽しむことができました。
　横瀬小学校では、11月に PTA人権教育研修会「鹿背
山教室」を実施しています。昨年度は、「人権ピアノコン
サート」を実施し、今年度は「スマホ・ケータイ安全教
室」を予定しています。研修後には、恒例のPTAふれ
あいドッジボール大会を行います。親子共々楽しみにし
ている行事で、高学年では親対子で真剣勝負が繰り広げ
られています。投げられたボールの速さに、子ども達の
成長を感じています。後には保護者参加のふれあい持久
走大会もあり、親子の絆が深まっています。
　その他、地域の安全を守る会、防災士の会、地域ぐる
みの学校支援協議会等多くの関係機関と連携を図り、子
どもも親も安心して生活が送れるよう取り組んでいます。
　最後になりますが、勝浦郡PTA連合会の活動は、地域、
保護者、学校の連携・協力があって成り立つものですが、コ
ロナ禍以降それが希薄になっているのが現状です。家庭数
の減少の他、子どもの社会体育や習い事の付き添い等によ
る保護者の多忙感も耳に聞こえてきます。でも、それらを
言い訳にしてはいけないと思います。郡Ｐ連としては、５
校でしっかりと連携を図りながら、会員及び役員の負担過
多とならないよう配慮しつつ、勝浦郡PTA連合会の活動
が子ども達の心身ともに健全な成長のため、充実した学校
教育のため、そして私たち保護者の活力として働くよう、
これからも工夫して活動を続けていきたいと思います。

南部ブロック

⑶
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　　　　　　　　 吉野川市PTA連合会
� 会長　西尾　裕一　

　本年度の吉野川市PTA連合会は、学校の統廃合・脱
退などを経て９小学校、５中学校で構成されており、吉
野川市の児童・生徒数は2341名です。令和９年４月には、
鴨島第一中学校と鴨島東中学校が統合する予定になって
おり、市、学校、PTA、地域が一丸となって、調整・準
備をしているところです。
　吉野川市は平成から令和に年号が変わる際、地元の歴
史に触れる良い機会を得ることができました。吉野川市
の前身である「麻植郡」の地名は、麻を植える地域に由
来するものと言われています。大昔の麻植郡は、現在の
吉野川市である鴨島町・川島町・山川町・美郷村に加え、
木屋平村も入り、麻や藍作りに大きく関連する地域でし
た。大嘗祭の際には、木屋平で作られた麻が吉野川市に
所在する山崎忌部神社にて織られ、「あらたえ」という布
を調進（皇室から依頼されたものを納める）したという
歴史があり、令和の大嘗祭でも調進されました。吉野川
市がそういった歴史ある所であることを子供たちと共に
保護者も改めて学び、親子のふれあいにもつながるとい
う大きな出来事でした。
　しかし、その翌年、世界的にコロナウィルスの蔓延が
始まりました。様々なものが制限され、人と人とのふれ
あいそのものもできない時代となっていきました。それ
に伴い、PTA活動も各イベントの短縮や中止を余儀なく
され、市PTA連合会活動も満足のいく内容のものがで
きなくなっていきました。コロナウィルスが第５類に移
行された現在においても、元の活動内容に戻すことは難
しいのかもしれません。
　ただ、そのような中でも各単位PTAの行事は、コロ
ナに負けるなを念頭に、様々な伝統あるPTA活動を実
施してきました。球技大会やPTA愛校作業、親子で楽
しむPTA活動、人権問題を考える会、PTA役員会や地
区部長会など、趣向を凝らした活動も目立ちます。学校
行事も運動会（半日開催）、体育祭、文化祭、授業参観な
ど制限なく実施されるようになり、従来の活動が開催さ
れるようになってきています。
　令和７年度の吉野川市PTA連合会の活動といたしま
しては、４月に役員改正および総会を行いました。７月
には各校代表者連絡会（書面開催）を行い、各学校から
の市教育委員会への要望の提出等についてお知らせしま
した。今後は、第19回「人権のつどい」や連合会役員会
が予定されています。
　先述の「人権のつどい」は、毎年秋に行われる活動で、
吉野川市PTA連合会の人権・家庭教育委員会が中心と
なって企画運営を行っています。この「人権のつどい」
は人権教育に関すること、家庭教育に関することの普及
啓発を目的としています。昨年度の「第18回人権のつ
どい」は、「一人ひとりが輝き誰もが暮らしやすい幸せ
な社会の実現をめざして」をテーマに兵庫県三木市人権
同和教育協議会より春川政信先生をお迎えし、開催しま
した。「みんなが笑顔になるために」という演題でオン

ライン配信という形で講演していただきました。正しい
と思い込んでいたことが、実は間違っていたという話や、
思いやりと感謝の気持ちで毎日を楽しく生きていくとい
う話をしてくださいました。先生の温かな人柄とユーモ
アたっぷりな講演で、終始笑顔がいっぱいとなりました。
視聴した保護者からは、「実際にある身近な出来事をもと
に、ユーモアたっぷりに講演していただき、とてもわか
りやすく、共感できることが沢山ありました。」「子供を
信じることの大切さ、頭ごなしに怒らず、子供の行動に
は意味があり、親は常に子供の味方であり、我が子の一
番の理解者である事が大切だと改めて実感できました。」
といった感想があり、大変充実した「人権のつどい」と
なったことがわかりました。また、「オンライン配信は
お手伝いのPTAが少なくてもよく、負担が少なくて良
い。」といった良い点の意見もあり、今後のPTA活動に
も役立てて行きたいと感じました。

人権のつどいの視聴

　その他、各学校において、インターネットやSNSの活
用についての注意喚起や便利な反面リスクもあるといっ
た内容の研修がPTA親子研修会として行われました。ま
た、吉野川市内小・中学校においても令和７年10月より
「ラーケーション」が導入されました。児童生徒が保護者
と一緒に、平日に校外で、体験や探求の学び・活動を自
ら企画し実行する日と定められており、子供たちの新し
い学びの形を築きあげていくためにも、私たち吉野川市
PTA連合会としても協力していきたいと考えています。
　吉野川市PTA連合会は、市内の各小中学校が連携しな
がら、地域ぐるみで子ども達の教育環境を支える活動を
行っています。家庭・学校・地域が一体となった取り組
みを大切にし、「つながり」と「支え合い」のあるPTA
活動を目指し、保護者と教職員とのより良い関係を築き
上げていきたいとも考えています。就職氷河期を経て、教
員不足時代を迎えている現在、新しいPTAの形が必要に
なってきています。子供を褒めて育てる時代と言われる
中、保護者も若い先生方を褒めて育てていく時代になっ
ていると言ってもよいのではないでしょうか。
　新型コロナや世界情勢、物価高など息苦しい時代と
なっていますが、子供たちのためにもしっかりと乗り越
えて、吉野川市PTA連合会の活動がさらに発展してい
けますよう会員一同全力で取り組みます。引き続きご支
援ご協力のほどよろしくお願いいたします。

西部ブロック

⑷
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令和７年度　徳島県 PTA連合会単位 PTA会長・指導者研修会
防災減災教育研修　「減災の視点を学ぼう」

減災教育普及委員会　理事長　　　

江夏　猛史　氏

１　避難訓練の基準はない
　�　学校で子どもたちに指導するのは先生だが、先生
が正しい防災教育を学ぶ機会がないため、どう指導
すればよいか分からない。では、どうすればいいの
か。考えるポイントは「何から逃げるか」「どこに
逃げるか」である。間違えない選択をすることが大
事である（大川小学校の悲劇に学ぶ）。

２　避難とは？＝災難を避けること
　�　間違えない選択をするには、次のことを事前学習
として危険予測ができるようにする。
　①　予想される地震を知る。
　②　地震に対する備えを確認する。
　③　被害を予測する。
　　そして、
　④�　被害に合わせた動きを確認し、地域に合わせた

訓練をする。
　�　徳島なら、予想される二つの大地震（南海トラフ
地震、中央構造線断層帯の地震）について、国（省
庁の予測データ等）や県・市町村（地域防災計画等）
から正しい情報を知り、被害からの逃げ方を考える。

３　地震発生時の基本行動
　①�　事前に危険場所を把握し、危険が少なく、耐震

補強された柱の近くなど、危険を察知しやすい場
所への行動を試みる。

　②�　揺れに耐える姿勢をとり、周囲を警戒する。こ
こでいう「揺れに耐える姿勢」とは従来の「ダン
ゴムシポーズ」ではなく、周囲を観察しやすい「カ
エルポーズ」。低くなり、何かにつかまり、周り
を見ることが命を守るために大切。

　③　危険が避けられなければ防御姿勢をとる。
　④�　揺れが収まるまで、周囲の状況に合わせて安全

を確保する。
　�　大切なのは被害に遭わない行動をとり、「逃げる」
ということ。

　�　なぜ、行動が変わったのか？被害をイメージし、
どうすれば避けられるかを考えたから。

4　必要なのは災害想定力
　�　災害想定力はこれまでの防災教育では身につかな
い力である。防災は、先生や学校だけでなく、みん
なの課題だという意識を高め、力を合わせる必要が
ある。被害に遭わない人を増やすため、実践型の教
育へ。「指示を出す。指示を待つ」から「自身で判
断する」判断型へアップデートする。これは、教育
全体の課題でもある。

5　正しい防災教育とは
　�　天災は仕方のないものである。ゆえに、絶対に起
こしてはいけないのは無知による人災である。「予
測力」「認知力」「判断力」「行動力」の4つの力を育
むことで、被害に遭わない教育をし、命を守る。命
と向き合うことができれば、ネットでの情報に振り
回されることはない。国や県・市町村からの正しい
情報を得ることで、フェイク情報に惑わされない。
　�　最後に、「まちは生き返る」でも「人は生き返ら
ない」。一番大
切なのは「死な
ないこと」。
　�　今を変えてい
くためにも、死
なないことを教
えよう。今日の
気付きを行動に。 ＜ YURETA体験＞

→ ＜研修中の避難＞＜研修前の避難＞
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「楽しい子育て全国キャンペーン」～家庭で話そう！我が家のルール・家族の絆・命の大切さ～

令和７年度　三行詩コンクール　徳島県優秀作品
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っ
て
身
近
で
わ
か
り
や
す
い

発
信
を
行
う
こ
と
で
、
活
動
へ
の

関
心
と
参
加
意
欲
が
高
め
ら
れ
る

こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

４�

．
広
報
活
動
は
、
単
な
る
情
報
提

供
だ
け
で
な
く
、
学
校
を
楽
し
い

場
所
と
感
じ
る
と
共
に
、
仲
間
を

増
や
し
て
い
く
た
め
に
大
切
な
役

割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
を
再
認
識

し
ま
し
た
。
今
後
は
自
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

で
も
、
保
護
者
・
地
域
・
学
校
を

つ
な
ぐ
新
し
い
カ
ギ
と
し
て
広
報

活
動
に
一
層
工
夫
し
て
い
き
ま
す
。

□　
特
別
第
１
分
科
会

　
　
【
今
日
的
課
題
】

課
題
：�「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
を
構
築
す
る
た
め
に
」

～
今
、
改
め
て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

存
在
意
義
を
問
う
～ 

１�

．
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
昭
和
二
十
二
年
に

「
父
母
と
先
生
の
会
」
が
発
足
し
、

後
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
な
り
ま
し
た
。
結

成
手
引
書
に
は
「
子
ど
も
た
ち
が

正
し
く
健
や
か
に
育
っ
て
い
く
に

は
、 

家
庭
・
学
校
・
社
会
が
、
そ

れ
ぞ
れ
責
任
を
分
け
合
い
、
力
を

合
わ
せ
て
子
ど
も
た
ち
の
幸
福
の

た
め
に
努
力
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
あ
る
」
と
あ
り
ま
す
。
講
師

が
強
調
し
た
「
そ
れ
ぞ
れ
責
任
を

分
け
合
い
」
が
、
そ
の
通
り
だ
と

感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
義
務
教
育

と
は
、
子
ど
も
が
教
育
を
受
け
る

義
務
で
は
な
く
、
保
護
者
が
子
ど

も
に
教
育
を
受
け
さ
せ
る
義
務
で

あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

２�

．
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
は
、
大
人
が
き
ち

ん
と
し
て
い
く
こ
と
か
ら
始
ま
る

の
一
言
。
そ
れ
だ
け
責
任
あ
る
立

場
だ
と
も
感
じ
ま
し
た
。
そ
し

て
、
リ
ー
ダ
ー
の
役
割
は
方
向
性

を
示
す
こ
と
で
す
。
相
手
の
こ
と

を
尊
重
し
な
が
ら
話
し
合
い
、
責

任
を
分
け
合
う
こ
と
で
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
①
当
事
者
で
あ
る
意

識
を
も
つ
、
②
学
校
の
教
育
目
標

を
理
解
す
る
、
③
学
校
の
先
生
の

悪
口
を
言
わ
な
い
な
ど
、
常
に
学

校
（
＝
子
ど
も
）
の
た
め
に
大
人

が
学
ぶ
組
織
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

３�
．
子
育
て
に
お
い
て
、
親
の
対
応

の
仕
方
を
考
え
学
ぶ
場
と
し
て
の

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
必
要
性
。
子
ど
も
は
大

人
の
鏡
で
あ
り
、
大
人
の
言
動
の

影
響
を
受
け
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、

今
、
家
庭
も
地
域
も
子
ど
も
と
本

気
で
向
き
合
う
、
こ
の
原
点
を
大

切
に
し
た
い
の
で
す
。

４�

．
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
活
動
の
一
つ
一
つ
は

手
段
で
あ
っ
て
目
的
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
す
る
の

は
子
ど
も
の
教
育
環
境
向
上
の
た

め
で
あ
り
、
そ
れ
が
目
的
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
は
、
み
ん

な
で
一
緒
に
す
る
た
め
に
ル
ー
ル

が
作
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
地
域

や
時
代
の
変
化
に
合
う
よ
う
に
変

え
て
い
く
こ
と
が
大
切
。
ル
ー
ル

は
守
ら
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
が
、

変
え
る
こ
と
は
良
い
こ
と
で
す
。

目
的
の
た
め
に
時
代
背
景
、
社
会

情
勢
を
踏
ま
え
、
よ
り
良
い
ル
ー

ル
を
作
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

⑺

第５分科会

特別第１分科会
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◆　
２
日
目

□　

全
体
会
記
念
講
演　

演
題　

�「
能
登
の
創
造
的
復
興
と
学

び
の
環
境
」

　
　
　

�

～
学
習
環
境
の
魅
力
化
あ
っ

て
こ
そ
の
復
興
～

　
「
な
に
ゆ
え
教
育
Ｄ
Ｘ
」
だ
っ
た

か
。「
デ
ジ
タ
ル
教
育
」
な
ん
か
は

目
指
し
て
い
ま
せ
ん
。
学
び
の
「
組

み
合
わ
せ
自
在
化
」
を
進
め
て
い
る

の
で
す
。
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
を
使

い
分
け
、
多
様
な
学
び
に
繋
げ
る
こ

と
が
大
事
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
教
科

を
掛
け
合
わ
せ
て
学
ぶ
時
代
。
例
え

ば
、「
数
学
×
体
育
」
は
、
動
作
解

析
や
バ
イ
オ
メ
カ
ニ
ク
ス
、「
化
学

×
家
庭
」
は
、
調
理
実
習
で
の
化
学

変
化
な
ど
、
教
科
を
掛
け
合
わ
せ
る

こ
と
に
よ
っ
て
新
し
い
発
想
が
生
ま

れ
た
り
、
学
び
を
深
め
た
り
で
き
ま

す
。
そ
の
時
、
子
ど
も
の
興
味
・
関

心
と
教
科
書
に
書
い
て
あ
る
こ
と
を

い
か
に
つ
な
ぐ
か
を
大
切
に
し
、
こ

れ
ら
を
通
し
て
、
一
生
学
び
続
け
る

人
を
育
て
ま
す
。
石
川
県
は
、
能

登
半
島
地
震
か
ら
の
復
興
に
向
け

て
、「
創
造
復
興
プ
ラ
ン
」
を
策
定

し
て
い
ま
す
。
特
に
「
教
育
環
境
の

整
備
」
が
復
興
の
土
台
で
あ
る
と
し
、

学
校
や
学
び
の
場
が
地
域
の
希
望
を

育
む
存
在
で
あ
る
と
強
調
さ
れ
ま
し

た
。◆　

感　
想

○�　

今
回
、
全
国
研
究
大
会
に
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

の
目
的
や
、
子
ど
も
た
ち
を
保
護

者
・
学
校
・
社
会
が
責
任
を
も
っ

て
育
て
る
と
い
う
こ
と
を
深
く
理

解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
変
わ
り
ゆ
く
環
境
の
中
、
子

ど
も
た
ち
が
ど
ん
ど
ん
成
長
し
て

い
く
た
め
に
も
、
大
人
も
共
に
学

び
活
動
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
で

あ
る
と
分
か
り
ま
し
た
。

○�　

講
演
を
通
し
て
、
教
育
の
魅
力

化
が
単
に
子
ど
も
た

ち
の
た
め
だ
け
で
は

な
く
、
地
域
の
未
来

そ
の
も
の
を
作
る
基

盤
に
な
る
こ
と
を
改

め
て
実
感
し
ま
し
た
。

被
災
地
の
復
興
に
お

い
て
も
「
学
び
を
守

る
こ
と
」
が
重
要
で

あ
る
よ
う
に
、
私
た

ち
の
地
域
で
も
教
育

環
境
を
大
切
に
し
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。

⑻

○�　

コ
ロ
ナ
禍
の
時
、
単
Ｐ
会
長
と

し
て
地
域
の
力
を
借
り
た
い
と
願

い
、「
子
ど
も
た
ち
が
コ
ロ
ナ
に

な
っ
て
も
責
め
た
り
し
ま
せ
ん
」

の
ポ
ス
タ
ー
を
店
先
に
貼
っ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
大
切
な
子
ど
も
を

守
る
活
動
を
始
め
た
こ
と
か
ら
、

地
域
の
人
た
ち
の
力
を
借
り
る
こ

と
は
地
域
を
大
切
に
す
る
と
い
う

こ
と
、
ま
た
、
子
ど
も
を
地
域
の

宝
と
し
地
域
で
育
て
て
い
く
こ
と

は
大
人
の
背
中
や
地
域
の
力
を
見

せ
て
子
ど
も
を
育
て
て
い
く
こ
と

だ
と
学
び
ま
し
た
。
リ
ー
ダ
ー
が

ポ
リ
シ
ー
や
指
針
を
も
っ
て
行
動

す
る
大
切
さ
を
知
り
ま
し
た
。

講演の様子「四国は一つ」

全体会

四
国
ブ
ロ
ッ
ク
高
知
大
会

四
国
ブ
ロ
ッ
ク
高
知
大
会

　

令
和
７
年
度 

第
54
回
日
本
Ｐ
Ｔ

Ａ
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
研
究
大
会
高
知
大

会
が
10
月
18
日
（
土
）
に
、「A

LL 
FO
R O
N
E　

～
一
人
ひ
と
り
が
輝

け
る
未
来
の
た
め
に
～
」
の
大
会
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
高
知
県
立
県
民

文
化
ホ
ー
ル
オ
レ
ン
ジ
ホ
ー
ル
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
元
公
益
社
団
法

人
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
副
会
長
、

前
佐
賀
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
会
長
の
江

田
明
弘
氏
に
よ
る
記
念
講
演
「
今
な

ぜ
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
の
か
」
で
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
本
来
の
目
的
を
見
失
う
こ
と
な
く
、

本
活
動
を
通
じ
て
よ
り
よ
い
社
会
づ

く
り
に
貢
献
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
、

子
育
て
の
目
的
は
、
未
来
に
羽
ば
た

く
自
立
し
た
人
間
の
育
成
で
あ
る
こ

と
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。
四
国
４

県
か
ら
の
参
加
者
の
想
い
が
つ
な
が

る
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

編
集
後
記

　
第
三
十
六
号
「
こ
こ
ろ
」
を
発
刊
す
る
に
あ
た
り
、
原
稿
を
寄
せ
て
く
だ
さ
っ

た
皆
様
に
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
さ
て
、
日
頃
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
し
て
い
る
と
、
何

か
に
つ
け
て
他
者
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
が
大
き
く
な
る
の
を
感
じ
ま
す
。
今
後

も
皆
様
の
ご
協
力
の
下
、
温
か
い
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
が
続
い
て
い
き
ま
す
よ
う
に
。

広
報
委
員
長
　
山
形
　
浩
司


